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＜連絡事項＞

· 日本医療機能評価機構より「医療安全情報No.2」が刊行されています。WIZ掲示板へ掲示されていますので、各自確認して下さい。
· 公休または帰宅後等で、検査技師不在時に検査センターより届いたＦＡＸ用紙は、検査技師のデスクではなく、各病棟グループのBOXに入れておいて下さいとの事。検査センターより平日に届いた検査結果は、検査技師の確認後、通常通り各病棟グループへ配布するので、不在時の場合は、検査技師のデスクまたは薬局を確認して下さい。また、検査技師のデスクまたは薬局より持っていった検査結果は、担当医確認後に一旦、検査技師へ返却して下さい。
· 本日と明日1/30（火）メモリアルホール4階にて第5回法人研修「禁煙指導について」が行われます。時間は17:30からとなりますので、時間を厳守するようにして下さい。また、夜勤者以外のスタッフは必ず本日と明日のどちらかに参加するようにして下さい。
· 第6回院内研修出欠最終確認について、アンケート集計後の出欠名簿がWIZメールに添付されています。院内研修出欠の最終確認となりますので、各自で必ず確認し、修正や申告漏れがある場合は速やかに心理の盛田さんへ連絡して下さい。
＜患者様連絡事項＞

· 阿部　文香様～皮膚科診察にて、皮膚状態の改善が見られない事から臨時薬ユベラ錠
　　　　　　　3Tが継続処方となっています。

· 奥寺　徹様～皮膚科診察にて、皮膚状態の改善が見られない事から臨時薬タベジール
　　　　　　2Tが継続処方となっています。
· 高間木　八男様～皮膚科診察にて、皮膚状態の改善が見られない事から臨時薬タベジー
　　　　　　　　ル2Tが継続処方となっています。また、両膝に擦過傷あり、処置（ア
　　　　　　　　ズクロ　1回/日）を行っていましたが、擦過傷は治癒した為、本日
　　　　　　　　で処置は止めとなります。
＜隔離室使用患者様＞

· 野沢　英貴様～終日隔離にて経過。現在、退室時間を設けていますが、落ち着きに欠け、
　　　　　　　チャンネル弄り等の行為が見られています。他室侵入等の他患者様への迷
　　　　　　　惑行為も続いており、退室中は常にスタッフの見守りと介入を要していま
　　　　　　　す。また、入室中もドアを叩く等の行為が続いて見られており、高笑いや
　　　　　　　ニヤツキも著明に見られています。夜間の睡眠は中途覚醒見られたりと、
　　　　　　　依然として不安定な状態です。睡眠の不安定さについては現在、日中の運
　　　　　　　動量を増やし、適度な疲労感を与える事で改善を図っています。退室中の
　　　　　　　迷惑行為については、スタッフが見守り、他者とのトラブルが無いよう、
　　　　　　　その都度介入していきましょう。今後も積極的に退室時間を設け、退室時
　　　　　　　間の拡大を図ると共にホール等の集団の場に慣れて頂き、早期に隔離解除
　　　　　　　出来るように積極的に関わっていきましょう。

＜川端Drケースカンファレンス＞

· 水梨　孝純様～朝、昼と食事は常食を摂取しており、食事摂取量も問題無い事から2/4（日）
　　　　　　　より、夕食のハーモニック2パック（400kcal）を中止し、アイソジェン2 
　　　　　　　パック（600kcal）だけにして体重の変化等の経過を見ていく。引き続き、
　　　　　　　食事摂取時の観察と排泄状況、体重の変化について注意して観察して下さ
　　　　　　　い。また、現在、夕薬にリスパダールを服用しているが、あまり効果は見
　　　　　　　られない為、今後様子を見ながら使用を中止する予定。

· 東海林　康之様～現在、躁状態へ転移する事は無く、落ち着いてBユニットでの生活を送
　　　　　　　　っている。このまま落ち着いた状態が続くようであれば、西病棟（Bユニ
　　　　　　　　ット）への転棟を検討していく。
· 阿部　文香様～1/27（土）母の面会時、母に対しての暴言あり。今まで母同伴にて個別作
　　　　　　　業を病棟で行っていたが、暫くの間、作業は中止とする。
· 杉本　光子様～便が硬くなってきて、排便時に痛むとの訴えが聞かれている。服薬調整（酸
　　　　　　　化マグネシウムを増薬）し、便を柔らかくしていく事で、排便時の痛みの
　　　　　　　軽減を図る。
· 住吉　鉄男様～入院後は眼鏡を破損する等の暴力行為は見られないが、突然に暴力行為を
　　　　　　　行う方なので、まだ東Aユニットの環境での治療を行っていく。介入時、
　　　　　　　特に眼鏡を掛けている方は注意して下さい。

· 清川　厚子様～今後の方向性についてはまだはっきりとは決定していない。身辺の事、特
　　　　　　　に保清や整理整頓がきちんと自分で行なえるようにならなければ退院させ
　　　　　　　る事は出来ないと本人へは伝えている。

· 小笠原　久年様～幻聴は活発にあり、不安定な状態が続いている。服薬調整を行ない、精
　　　　　　　　神症状の観察を行っていく。

· 浅坂　政美様～本日よりアルコール依存症治療プログラムを開始。特に取り組みに関して
　　　　　　　は問題は見られていない。早い内（3週間程したら）西病棟（Aユニット）
　　　　　　　への転棟を検討していく。

· 駒木　学様～幻覚妄想状態であり、不安定な状態。頭痛とイライラの訴えも聞かれている。
　　　　　　先日の女性スタッフに対する暴力行為について尋ねても的を得た答えは返っ
　　　　　　て来ず。不安定な状態であり、本人も辛い状況にいる事から、服薬調整を行
　　　　　　なっていく。今まで服用していた薬は全て中止し、本日より新たに薬を処方
　　　　　　する。作業療法等、各プログラムについては長期欠席とする。













